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1. はじめに 

「やらされているうちは成長しないよ」二

者面談や部活動において，教師がよく生徒に

言うセリフである。スポーツにおいても勉強

においても，自ら前向きに課題をとらえ練習

(勉強）していかないと真の実力はついていか

ないことを言っている言葉である。それでは，

我々教師は生徒が前向きに・意欲的に課題に

取り組めるような指導をしているのだろうか。 

学習指導要領改訂のポイントとして「学習

意欲の向上や学習習慣の確立」「見通しを立て

たり，振り返ったりする学習活動の重視」が

謳われている。しかし，全国学力･学習状況調

査の「学習意欲・習慣」に関する調査項目に

目を向けてみると，山梨県は他県に比べ非常

に低いという結果が出ているのが現状である。

その実態をまずは小学校から探求してみたい

と考えた。 

2. 研究の目的 

「自ら学ぶ力」は中学校でも満足に育成さ

れているとは必ずしも言えない。それでは，

小学校においてはどうなのか，その実態を自

主学習ノートへの取り組みを通して探るとと

もに自ら学ぶ力の育成に関する可能性につい

て研究した。 

3. 研究の方法 

(1) 異校種間研修の概要 

連携協力校 5 学年 3 組で T1(N 教諭：担

任)T2(筆者)の T2として月・木曜日の年間 219

時間実習。うち，算数の 2 単元の授業研究を

実施(全 10 時間)。他に総合的な学習の時間発

表会，運動会，校内研究等に参加。 

(2)  自ら学ぶ力の育成をめざした実践 

 自ら学ぶ力に関しては，児童全員に自主学

習ノートを作成させ，それに取り組むことに

より育成を図った。そのとき，とりわけ重視

したのは以下の 5 点の方法である。 

① 長期間継続の働きかけ 

児童が家庭において一人で行う復習に負担

がかかりすぎては長続きがしない。そこで，

自主学習ノートに取り組む日を週三日(月・

水・金曜日)に限定した。 

② 記録内容の明確化 

その日に行われた各授業の最重要事項（一

番大切だと思うこと）のみに絞った。 

③ 内化･内省･外化をうながす働きかけ 

児童が記録した内容をさらに良くするため

には，教師の働きかけが必要不可欠であると

考え，必ずコメントを加えた。 

④ 自己の変容に対する自己評価 

１冊のノートが終了した児童には，図１に示

した OPP(One Page Portfolio)シートを使い，

自主学習ノートに取り組む始めと終わりの変

容を意識化させるため，自己評価をさせた。 
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⑤ 自主学習ﾉｰﾄに対する保護者の評価 

 家庭との連携を図ることを目的に，自主学

習ノートに対する「振り返りシート」を保護

者に記入してもらい，他者評価とした。 

 上記以外に自主学習ノート導入以降，教師

が適宜働きかけてきた内容と過程を示せば，

図 2 のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 研究の結果と考察 

（1） 長期間継続の働きかけ 

内容・方法に多少の違いはあれ，多くの中

学校教師が「自主学習ノート」に取り組んで

いる。しかし，意欲的に取り組む生徒とそう

でない生徒に二極分化されるのが現実である。   

長期間継続のための教師の働きかけとして，

有用感や充実感を刺激する内発的動機づけと

しての働きかけと，児童のやる気を高める外

発的動機づけとしての働きかけを行った。 

① 内発的動機づけとしての働きかけ 

・ノートへの日々のコメント 

短時間でチェックし終えるようポイントを

絞り簡潔に，児童の内省をうまく機能させる

コメントを書く。外化された児童のノートを

見ながら，フィードバックする。これにより，

児童は自らの考え方ややり方を再吟味し，工

夫・改善する。 

・見本例の掲示と担任メッセージ 

担任の気づきやメッセージを教室の後ろの

黒板に書いた。開始当初は，仲間との比較や

真似ることを意図として，児童の見本になる

ノートのコピーを貼った。そういった積み重

ねの中で，徐々に一人ひとりのオリジナルな

ノートになっていった。 

② 外発的動機づけとしての働きかけ 

・自主学習ノートの名前募集 

児童から募集することによって，自主学習

ノートへの取り組みが「軌跡ノート～未来への一歩

～」と命名された。これは，一連の活動が教

師の投げかけで始まったことであるが「自分

たちの活動（やらされている活動からの脱却）」へと移行して

いく一助となっている。 

・ノート 1 冊終了児童への賞状 

一冊終了時に，児童に賞状を渡すようにし

た。このことは意欲喚起には役立ったが，賞

状欲しさにとにかくページ数を増やすという

児童への配慮が必要であることがわかった。  

・係活動の後押し 

日々の提出状況ﾁｪｯｸや，未提出者への呼び

かけなどは，係の児童を中心に行った。それ

は学習に対する取り組みが，どうしても「や

らされている感」から脱却し得ず，自ら学ぶ

力の育成に何ら貢献していないのが現状だか

らである。これは軌跡ノートへの取り組みが

自分たちの活動であり，自分のための活動で

あることを認識させることに一役買っている。 

（2） 記録内容の明確化 

 自主学習ノートは通常「何をどのように勉

強してもよい」とされるため，ただスペース

を埋めるためだけの単語練習や漢字練習・計

算練習になってしまうことが多く，日々の授

業とどうしても乖離してしまう傾向にある。

そのため記録内容を明確化し，授業の最重要

事項のみに絞った。それは，自ら学ぶ力の育

成には重要事項が何かを考え要領よくまとめ

る力が基礎であると考えたからである。 

・自主学習ノート作成の十か条 

軌跡ノート開始当初や長期休み明けの各学

期スタート時には，ルールの確認とそれまで

のいくつかのノートを紹介した。 

（3） 内化･内省･外化をうながす働きかけ 

児童が，自主学習ノートに取り組むことで，

その日の学習内容を振り返り（内化）⇒自分

を見つめ熟考し（内省）⇒ノートに取り組み



 

（外化）⇒次時（明日）への見通し・目標を

もち⇒何が必要かに気づき⇒次の日の授業⇒

という図３に示される認知過程の内化・内

省・外化をスパイラル的に行うことにした。 

① 最初は教科名しか書けなかった児童の変容 

・最初は教科名しか書けなかったが，1 冊目

が終わる頃には，見開き 2 ページのノート

に変容した児童 

・ある日をきっかけに格段の進歩を遂げ，単

元ﾃｽﾄにもその成果が表れた児童           

② 児童のノートに見られる工夫点 

 吹きだしやイラスト・キャラクターを使っ

て見やすく・わかりやすく工夫 

 今日の授業だけでなく，単元全体を振り返

っているノート 

 表紙を工夫したり，自分自身の目標を裏表

紙に書いたりしているノート 

 間違えた問題をやり直すノート 

 今日の授業＋αの学習 

③ 内化･内省･外化がｽﾊﾟｲﾗﾙ的に行われている例 

 授業中の自力解決の時間では間違った考え

方をしていたが，家で自主学習ノートに取

り組む中でその間違いに気づき，内省し改

めて外化した児童 

（4） 自己の変容に対する自己評価 

① OPP シートの記述から得られた知見 

自ら学ぶ力は，自己の変容を適切に見取る

ことがきわめて重要であると考えられる。ノ

ートが 1 冊終了するごとに書かせた OPP シ

ートにより児童は，初めて自己の変容を認識

できる。児童の記述から「ちゃんと話を聞い

て忘れないようにしようと努力するようにな

った」「やった問題をもう一度やったり，たし

かめたりするようになった」「もっと成長した

い」といった，充実感・達成感が得られたり，

次への意欲が湧いていることがうかがえた。 

② 振り返りシートの記述から得られた知見 

実習の終わりに際し，全児童に軌跡ノート

への取り組みに関する「振り返りシート」に

記入をさせた。児童の記録は以下の 5 つの表

現にカテゴリー化できた。 

図 4

のよう

に児童

は，自

分の変

容を自

分自身

で認識

してい

ること

がわか

る。(B)

につい

ての記述からは，今日のこの授業だったら何

を書こうか（次の外化への準備⇒内省）とい

うことを考えながら授業を聞くようになって

いることが読み取れる。このことより「自ら

学ぶ力」が育成されているといってよいだ

ろう。また (E)では，この軌跡ノートがドッ

ジボールや自由研究といった学校生活の別の

場面の頑張りにも影響していることがわかる。

次の日の勉強が楽に感じられることや(C)の

1 週間前のことを振り返られるくらいといっ

た，まさに学習指導要領の望まんとしている

「見通しを立てたり，振り返ったりする学習

活動」がなされていることが記述からもうか

(A) 教師からのコメントや親からの称賛に関する表現 
(B) 授業の受け方への望ましい変容に関する表現 
(C) 自分の成長・望ましい変容・進歩に関する表現 
(D) 充実感・達成感・テストの得点の向上に関する表現
(E) 勉強に対する効果的な刺激や楽しみが得られること

に関する表現 



 

がえる。そして，これら全体を通し，学習指

導要領改訂のポイントである「学習意欲の向

上や学習習慣の確立」をも可能にしているこ

とは明らかであろう。 

（５） 自主学習ノートに対する保護者の評価 

① OPP シートの記述から得られた知見 

保護者の OPP シートに書かれた「あたり

まえになり…」「日々の成長を感じた」「本人

も楽しんで取り組んでいるようで…」という

記述からは，児童の変容を保護者も見取って

いることがわかる。また，「自分の子供がこん

なノートを書いていることも知らず…意外に

もしっかり書いてありびっくりした」という

記述からは，数か月にわたり児童が取り組ん

でいることであっても，具体的な事例を示さ

ない限り，理解してもらいにくい実態が浮か

び上がってくる。このことからも，OPP シー

トの有効性が保護者にも実感されている。 

② 振り返りシートの記述から得られた知見 

 図 5
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姿勢から「楽しく勉強している」姿へと変容

したり，「考える力がついた」と保護者が見取

っていることがわかる。 

5. 総合考察 

小学校での実践から得られた知見から，自

主学習ノートにおける小・中のスムーズな移

行に関し，以下の 4 つの提言ができる。 

まず 1 点目は記録内容の明確化である。そ

の日の各授業の最重要事項に限定することに

よって，授業を受ける態度の変容がみられる

ことや，その日の授業と家庭学習とをリンク

させることが可能になった。2 点目としては，

OPP シートの導入があげられる。小学校児童

でも十分に自分の変容を見取っていることが

わかる。これは中学生にも有効であると考え

られると同時に，ますます子どもとの距離が

離れていく保護者と学校との連携を図る 1 つ

のきっかけとなり得るだろう。3 点目として，

5 年生の場合，週 3 回に限定することによっ

て効果が得られた。中 1 のスタート時でいき

なり毎日という課題ではなく，6 年生の時の

学習状況を理解した上での段階的なステップ

を踏むことが必要なのではないだろうか。最

後に 4 点目として，外発的動機付けとしての

働きかけとして，見本例の掲示や賞状といっ

た工夫を凝らしたが，思春期にさしかかる中

学生の場合，配慮することも必要であろう。  

自主学習ノートへの取り組みを通しての自

ら学ぶ力の育成に関するこれらの知見が得ら

れたのは，偏に異校種間研修の賜物であり，

こういった結果が効果的な小・中の接続を図

る上での形態や位置づけを示している。 

6. おわりに（来年度実習への課題） 

授業と家庭学習との接続による学習習慣の

確立については，概ね達成できたととらえら

れるが，まだまだ日常化されない児童がいる

ことも忘れてはいけない。限られた時間の中

で，未提出や思うように進まない児童へいか

に対応していくかということに難しさを感じ

ている。また，子ども同士の相互評価という

視点も必要であろう。来年度はこれらの点に

重点を置き所属校である中学校で実習に臨む。 
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